
◆考察◆
・ＯＴＣの添付文書を構造化することにより、顧客条件や製品の特徴などを組み合わせた複合的な検索が
可能となった。

顧客： 「昨日からかぜで、のどの痛み、せきと少し熱①

があるのですが、いい薬はありますか？」

薬剤師：「持病などはありますか？」

顧客：「卵アレルギーと高血圧②があるのですが。」

薬剤師：「他に気になることはありますか？」

顧客：「仕事がある日は昼の服用を忘れてしまうことがよ
くあるので、昼の服用がない薬③はありますか？」

薬剤師：「それでしたら、B薬がお勧めです。かぜ、のどの痛み、せき、発熱といった症状に対して特に効果がある配合になってい

ますし、卵アレルギーの方に禁忌の塩化リゾチームや高血圧の方に慎重となっているメチルエフェドリンやグリチルリチン酸と
いった成分を含んでいません。また、こちらの製品は1日2回の服用ですので、昼食後の飲み忘れの心配もありません。」

《活用例》

●効能・効果

●成分・分量

●特徴(こだわり検索)

●使用上の注意（項目分類ごとに表示）

使用上の注意に記載されている文章や用語を一つ一つに分離し、そ
れぞれに対して①使用上の注意のレベル、②顧客の属性の二つの観
点から判断して、①に対しては項目分類コード、②に対しては条件
分類コードを登録した。

また、条件内容コードとして、各々の条件分類コードに対応する
テーブル中の該当するコードを設定した。

症状をコード化して登録し、症状からの検索
用に、類似の症状をグループ化して同一コー
ドを設定した。また、その症状が起きる体の
部位を部位コードとして登録した。さらに、
メーカーが強調する効能には標榜薬効フラグ
を設定した。

記載のままの成分名を成分索引コードとして
登録し、さらに類似成分はコード化して同一
の成分コードを付与した。主成分と添加物は
属性コードによって区別した。

メーカーホームページ、製品の外装、添付文
書等から、製品の特徴となるものを登録した。

項目分類：01（してはいけないこと）
条件分類：05（併用薬）
条件内容コード：INT0001（かぜ薬）

項目分類：02（相談すること）
条件分類：01（病態）
条件内容コード：BY04020 （高血圧）

項目分類：05（その他の副作用）
条件分類：02（症状）
条件内容コード：KK00189（口のかわき）

項目分類：03（中止すべき副作用）
条件分類：02（症状）
条件内容コード：KK00144 （悪心）

項目分類：04（重大な副作用）
条件分類：07（重大な副作用）
条件内容コード：OH06100（肝機能障害）

標榜薬効

成分索引コードと
成分索引名

成分コードと成分名

《チェック項目》

■のどの痛み
■せき
■発熱
□鼻水
□鼻づまり
□くしゃみ
□頭痛
□頭重
■かぜ

頭

鼻

目

口

胸

手足 体全体

のど

《症状》

《チェック項目》
<病態>
■高血圧
□心臓病
□腎臓病
□胃潰瘍
□十二指腸潰瘍
□全身性エリテマトーデス
□混合性結合組織病

<症状>
□高熱
□体重減少
□排尿困難
□むくみ

<アレルギー>
■鶏卵
□牛乳
□アルコール
□薬物

《こだわり検索》
<症状>
■1日1～2回服用タイプ
□眠くなる成分を含んでいない
□イブプロフェン配合

☆一押し：◎B薬
おすすめ：○C薬

：△A薬（慎重：高血圧）
：×D薬（禁忌：卵アレルギー・ 慎重 ：高血圧）

《検索結果》①

②

③

製品の特徴をコード
化したことにより、
顧客が希望する特徴
をもつ製品を検索す
ることができる。

使用上の注意の一つ
一つに項目分類コー
ドと条件分類コード
を付与したことによ
り、これらの組合せ
で、顧客の条件に応
じて安全に使用でき
る製品を検索するこ
とができる。

<併用薬>
□かぜ薬
□鎮咳去痰薬
□胃腸薬
□下剤

効能・効果の症状を
コード化したことに
より、症状の一覧か
ら、該当する症状を
選択して検索するこ
とができる。

部位

◆目的◆
改正薬事法の2009年6月の施行を受けて、一般用医薬品(ＯＴＣ)の販売方法が変更になった。それに伴い、
ＯＴＣの第1類の販売の際、薬剤師による文書を用いた情報提供が必要となり、また、第2、3類は登録販
売者による販売が可能となった。こうしたＯＴＣを取り巻く環境変化の中、販売者にとって適切な情報提
供や安全で最適な製品の選択が一段と重要になると考えられる。しかし、一般に提供されているＯＴＣ添
付文書データはテキストの羅列のため情報の検索や提供に適したものではない。そこで、ＯＴＣ添付文書
を構造化することで情報検索や提供に適したＯＴＣデータベースの開発を行った。

・本データベースを活用することにより、迅速な情報提供に加えて、販
売時にチェックすべき項目の表示や、顧客の年齢・症状・既往症等に応
じた安全で適切な製品の選択が容易となり、セルフメディケーションに
おける健康管理に貢献できるものと考える。

◆方法◆
ＯＴＣの添付文書テキストデータ((株)プラネット)を用いて、使用上の注意、効能・効果、成分・分量、
特徴(こだわり検索)に関して、それぞれ内容をコード化し、製品ごとに関連付けを行った。
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◆結果◆
添付文書の各々の項目に関して以下のようなデータを作成した。

◆項目分類コード
01：禁忌（してはいけないこと）
02：慎重（相談すること）
03：中止すべき副作用
04：重大な副作用
05：その他の副作用
06：その他の注意

◆条件分類コード
01：病態
02：症状
03：妊婦授乳婦
04：アレルギー
05：併用薬
06：飲食物・嗜好品
07：重大な副作用
99：年齢・性別
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